
点数 各項⽬20点満点

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員A 16 15 14 14 14 73 まとまりがいい怪談だが、怪奇現象の理由が完全に説明されていて、こちらが
想像を働かせる余地はない。それ⾃体は悪いことではないのだが、こちらが怪
談の内容を「完全に」理解できてしまうという事実はある。だからと⾔って、
なんでもかんでもこちらの想像⼒に委ねられてもそれはそれで困るのだが。そ
して、「怖さ」以外にも評価項⽬があることを、「怪談」を作ろうとすると忘
れがちなことも、このコンテストにおいては重要である。ところで、遺体を全
部埋めきった時には、何が起こるのだろうか。男が完全に改⼼したとして、そ
の先は？ 続きが気になる怪談。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員B 15 14 15 14 16 74 ⾏間をうまく使っている作品だと思いました。⽂章の間を開けることで、なん
とも⾔えない得体の知れなさが、⽂⾯からも伝わってきます。妹を⾃殺に追い
やっても良⼼が痛まない⾮⼈間的な彼が、だんだんと追い詰められていく様は
勧善懲悪的で⼼地よい。設定も意外性があって、引き込まれました。憎い相⼿
の家に遺体を少しづつ埋めるというのは、意外性があり狂気的で良かったで
す。リアリティが⾜りないと思ったのは、妹の⼀部を抗議訪問の度に埋めると
いうこと。抗議は抗議、遺体の⼀部を埋めるのは埋める、で、別々の⾏動とし
た⽅が、読み⼿がより作品を現実的に感じるのではないかと思いました。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員C 19 19 18 16 18 90 ヒトコワ系・呪い系のお話。とても怖かったです。妹をバラバラにして持ち込
んで埋める…狂気的な愛を感じる怖い作品でした。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員D 18 16 19 17 18 88 家族を傷付けたクズにはそれなりの制裁を与えたい、と思うのは当然の感情だ
と思います。しかし、遺⾻ではなく切り刻んだ遺体とは…本当に妹さんに愛情
があったのか疑ってしまいます。呪をかけるために妹を傷付ける、という相反
する⾏動をとってしまうのは何故なのでしょう。何故、の連続です。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員E 17 16 17 16 16 82 「私」の想いだけで嫌がらせをされて、男はノイローゼにでもなってしまった
のか。「私」は死体遺棄と死体損壊をしていることには気づいていないようだ
し、やっていることは異常犯罪になる。さしずめ⽿のそばで妹の声でも聞こえ
ているのだろうか。毎⽇何度も妹に指⽰されて⾏動を起こしているのかもしれ
ない。「最近、家の中でもどこにいても妹の存在を感じる」この⾔葉は男だけ
ではないと思える。よく考えると、妹は、本当に⾃殺をしたのだろうか。どう
しても体を切り刻みたくて「私」が⼿にかけてしまったというほうが正しいと
思う。ターゲットにされた男に同情してしまう。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員F 18 16 16 15 17 82 お兄さんかお姉さんかはわからないけれど、亡くなった妹の遺体を細かく細か
く切り裂いたものをポケットに忍ばせ、妹を捨てた男の家に抗議に⾏く、とさ
らっと⾔っているけれど、遺体を損壊している訳ですよね？だとしたら、妹を
捨てた男より、遺体を損壊している⽅が遥かに怖い気が…。細かく切り裂いた
妹の遺体を男の家のあちこちに埋めてまわっているのは男に対する呪いのよう
なものですよね。サイコパス的な怖さを感じました。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員G 15 17 16 10 13 71 率直に、登場⼈物が妹以外狂ってると思いました。妹のことを想うがあまり異
常な⾏動にでる姉と、⼈の⼼を弄んでおいて罪悪感を感じないクズ。複雑では
ない関係性のおかげで最後のオチが際⽴つように思います。でも、妹さんはそ
んなに細かくされたかったのかな…と考えさせられてしまう⽅法ですね。復讐
成⽴の爽快さを打ち消すような姉の喜びように、後味の悪さが読後に広がるの
でヒトコワの側⾯もしっかり感じられて良かったです。オカルト的な怖さより
はヒトコワ的な怖さの⽅が強いお話なので、好き嫌いは分かれてしまうかもし
れませんが、個⼈的にはいいなと思いました。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員H 18 18 17 16 17 86 良い意味で⾮常に後味の悪い作品です。怖さ、兎に⾓も姉の執念。いや、怨
念？の凄まじさ。それも復讐の為というより男を追い詰めるのを楽しんでいる
と⾔った印象。まして、妹の遺体を切り刻むなんて。怖いです。鋭さ、少しず
つ少しずつ男を追い詰める。ほくそ笑みながら。元は男が悪いんですが、追い
込み⽅がエグい。表現に容赦がありません。新しさ、姉の復讐のやり⼝です
ね。そもそも妹を⾃殺に追い込んだ男が許せない、から復讐しようと考えたは
ずなのに、妹を細かく細かく切り裂いて男の家に埋めに⾏く。⽣前、妹に対し
て抱いていたのは果たして純粋に愛情だけだったんでしょうかね？ユーモア
さ、不実で悪びれもしない男が徐々に怯えていく様⼦と、それに⽐例して計画
が上⼿くいっていると嬉々とする姉。笑えないけど、笑っちゃいます。意外
さ、ここはもうラストで姉の復讐のやり⼝を明かす事で最⼤限の効果を出して
いる点。そしてこの後、彼⼥はどうなっていくのか？という余韻を残した結び
です。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員I 13 11 10 10 12 56 妹さんの遺体をどうやって⼀か⽉も腐らずにもっていられたのだろうか？お兄
さんは、妹が亡くなったことで気がおかしくなってしまったのか。。。この抗議
のしかたは、きっと妹さんは喜ばないんだろうなと思いました。

1432 妹 ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員J 18 18 18 14 19 87 主⼈公のやっていることがとても怖い。しかも遺⾻という表現ではなく遺体と
いう表現にしているところがなおさら怖かった。主⼈公の妹の無念と主⼈公の
妹への思い・無念のいろいろな負の感情が詰まっている⾮常に気持ちの悪い話
と思った

合計 167 160 160 142 160 789

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員A 16 15 16 15 14 76 ⼈を呪わば⽳⼆つ。真っ⾚に染まった⼟が撒かれるだけならいいが、まさかそ
れだけではないだろう。「様々な⼼霊スポット」とあることから、⾊々な効果
が⼟には⼊っているのだろう。「私」もそのうち⾃殺するんだろうな、という
推測が成り⽴つ。「私」はどんな⾃殺をするのだろうか。同じように⾸を切る
のだろうか。それとも、⼟の中に埋まって死ぬのだろうか。いずれにせよ、ロ
クな死に⽅ではなさそうである。様々な効果の中から、ランダムに選ばれるの
だろうか。因果応報の原理がこの怪談の神髄である。やり返し⽅が斬新で⾯⽩
いと思った。ていうか友達じゃないよね、コレ。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員B 14 14 14 14 15 71 わかりやすい⽂章と設定で、⼼地よく読むことができました。⼼霊スポットの
⼟を憎い相⼿の家の庭に撒くという設定が、新しくて⾯⽩かったです。⾚く
なった⼟を撒いているのは誰なんでしょうか。友達の霊なのか、友達の関係者
なのか。読み⼿の受け取り⽅によって、⼈怖にもなり得るのが、広がりのある
作品でとても良いです。発端は彼⽒を奪われたことだとありましたが、彼⽒が
何かに関わっていて、存在を感じられる描写があると更に恐ろしいです。もし
かしたら、その彼⽒が、真っ⾚に染まった⼟を撒きに来ているのかもしれませ
んね。誰の⾎か想像すると恐ろしいです。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員C 18 18 17 16 16 85 因果応報（になりそうな？）な結末で、⼈を呪わば⽳⼆つなんだなと考えさせ
られう作品でした。ラストの庭に撒かれた⾎に染まった⼟、⾃殺した友達の友
⼈から復讐されているのかもしれないですね。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員D 17 15 17 16 17 82 ネガティブなものにはネガティブなものが返ってくるという典型のような流れ
ですね…きっかけは彼⽒をとられた腹いせ。しかも、⼼スポの⼟を撒くという
のであれば端から⾒ると「何か悪いことが起きればいいのに」程度のものだっ
た印象です。それにも関わらず、最悪な事態が起きてしまい⾃分がやったこと
以上の怪異が起きているのに、この⽅は他⼈事のように淡々としているのが恐
ろしいです。友⼈が姿を現すのではなく、⽬には⽬を…ということでしょう
か。それとも、これから起こるもっと恐ろしいことの布⽯なのか。じんわり怖
さを感じるお話でした。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員E 17 16 17 16 16 82 「呪われればいいと思って」とあるが、どのような呪われ⽅を望んだのだろう
か。『⾎で真っ⾚に染まった⼟が毎晩撒かれる』ようになったのは、明確な⽬
的がないのに⼼霊スポットへ⾏き散らかした揚げ句、⼟まで持ってきてしまっ
た。だから得体の知れない者が、庭に根を下ろした証であるのかも。いろいろ
な場所から集められた得体の知れないものは、雑多な霊の集団を作り出し
「私」のしていたことを真似するよう相⼿かまわず呪っているようでもある。
この先の動きが興味深い、「私」に最悪の状況が起きたら⽬的を持たない腹い
せの呪いの⽭先はどこに向かうのだろうか。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員F 17 16 16 15 16 80 ⼼霊スポットの⼟にはそんなに強⼒な呪いの念が込もっていたりするのでしょ
うか。直接霊を連れて帰って擦り付けるのではなく、⾊々な⼼霊スポットの⼟
地の⼟を持ち帰って呪いたい相⼿の庭に撒く、というのはある意味斬新ではあ
るかもしれない。様々な⼼霊スポットの⼟を友達の家に撒いて⼀週間後に友達
が⾃殺をした、というなら、⼀応、呪いの効果はあったのかもしれないです
ね。でも、翌⽇から〝私〟の家の庭に⾎で真っ⾚に染まった⼟が毎晩撒かれる
ようになった、というなら、呪い返しをされているという事なのでしょうね。
腹いせの腹いせ。恋愛での男⼥間のいざこざがこの世で⼀番⾯倒臭いかもしれ
ない。〝私〟さんが無事であればいいですが。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員G 14 15 18 14 15 76 嫌いな⼈の庭にドクダミやミントなどの繁殖⼒の強い植物を撒く嫌がらせのオ
カルト版みたいですね。彼⽒を奪われたのは気の毒だけど、効果が効果だけに
呪い返しもただでは済まないんだろうなと思いました。真っ⾚に染まった⼟が
撒かれているということは、友⼈の怨念がそうさせているのかなとも考えられ
るし、彼⽒が復讐に撒いてるとも考えられますね。ただ、⾎液は酸化して⿊ず
んでしまうので、真っ⾚ということは怨念なのかなと個⼈的には考えていま
す。今後、「私」は何事もなく暮らしていけるのかが疑問ですね。単なる嫌が
らせも、強い念が籠ってしまうと呪いに変化してしまうのでしょうか。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員H 19 18 18 14 17 86 いや、恐ろしい。恋愛絡みになると⼥の友情はあっけなく崩壊。⼀気に憎悪に
シフトするんですから...。怖さ、確かに彼⽒を奪った友⼈は憎いでしょう。た
だ、様々な⼼霊スポットへ赴き、⼟を持って帰り友⼈宅の庭に撒く。想像する
と、その狂気の様がありありと伺えて寒気がします。そして、⾒事に呪いが成
就。が、やはり⽳を呪わば...という結果に。怖いですね。鋭さ、淡々と主⼈公
の⾏動を綴っていますが、やってる事は呪いですから余計に鋭さが増していま
す。新しさ、⼼霊スポットの⼟を集めて相⼿を呪う、という点です。ユーモア
さ、ここは難しい所でした。何をもってユーモアと解釈すべきか悩みました
ね。何しろ、強い憎しみで相⼿を呪って、結局⾃分にも返ってきたという話な
ので。敢えて⾔うなら、⼈の業の深さ、哀しさ、故の⼈間らしさが出ている点
でしょうか。意外さ、「その翌⽇から、私の家の庭には⾎で真っ⾚に染まった
⼟が毎晩撒かれる様になった。」というラストですかね。最初、⾃殺した友⼈
の仕業かと思ったんですが、もしかしたら友⼈の家族等の⾝近な存在の仕業か
も....と考えたら、尚更ゾッとする終わり⽅でした。主⼈公、無事で済むとは思
えません。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員I 12 13 11 12 13 61 はらいせで拾ってきた⼟を相⼿の庭に撒いて復讐をとげたのだが、そのあ
と。。。⾚い⼟が錯覚なのか、現実なんか。。。もし、現実であるならばなぜ、語
り⼿が死んだ原因をつくったのがバレてしまっていたのか？不思議なお話でし
た。

1434 腹いせ ⽥沼⽩雪 ⼀般審査員J 16 16 14 16 19 81 恋愛のもつれという怖さとともに主⼈公の庭に地のついた⼟を巻いているのは
誰なのか読者に推測させる形になっていて良かった

合計 160 156 158 148 158 780

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員A 15 14 14 15 14 72 別の家のお婆さんである。幽霊なのか⼈間なのかはわからないが、どちらにせ
よ怖い。このお婆さんはナニモノなのであろうか。⼈間だった場合、泥棒の可
能性がある。幽霊だった場合、何が⽬的なのだろうか。特に⽬的はなく、家を
間違えただけなのかもしれない。いずれにせよ、あまり性質のいいお婆さんで
はないのかもしれないと想像してしまう。理由は⼆つあって、この話が怪談で
あることが⼀つ、とても臭いということが⼀つである。短編でできることが限
られているのはわかるが、もう少し具体的に踏み込んで語ってもいいのではな
いだろうか。

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員B 15 15 15 16 16 77 まず、おばあさんが臭かったというところに恐怖を覚えました。なんとなくで
すが、悪いにおいは悪霊を彷彿とさせます。この霊はこの家にどんな不幸を呼
び込むのでしょうか。⾃分のおばあちゃんだと喜んでいる友⼈とのギャップ
に、ますます恐ろしさを募らせてしまいました。友⼈が⽞関を開けたら家の中
に⼊っていくというのも、悪いものは招かれないと⼊っていけないという⼀般
的に流布している常識をうまく使っていると思いました。平均的にこの程度な
ら理解してくれる⼈が多いのではないか、という、ギリギリのラインを攻めて
くる計算が、⼼地よく憎らしいです。

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員C 20 18 16 16 20 90 きっとその家のおばあちゃんではない悪霊のようなものが⼊ってしまったんで
しょうね。。。「匂い」の描写がまともな霊ではないことを表現できていて、と
ても怖かったです。

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員D 16 14 17 17 15 79 どう解釈したらいいものか…恐らく良くないものだと思いつつ、友⼈が良い⽅
に考えているならそれを否定できないジレンマは起こる気がしました。最後の
呟きを⾒る限り、そのお友達になんの思い⼊れもなさそう、⼼配もしていなさ
そうな語り調になんとも⾔えない居⼼地の悪さを感じました。

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員E 17 16 17 19 16 85 誰かが⽞関を開けてくれるまで待っていたなんて、このおばあさんは何て礼儀
正しいのでしょうか。通り抜けたいのか、家に⽤事があるのかこの内容ではわ
かりづらい。⽞関の前に誰かいたら⼈間か、もののけか、わからないから挨拶
しちゃうんですね⼈って。でも遺影のおばあさんと違うらしいし間違えて⼊っ
ちゃったようだということはわかる。きっと今頃すごく困っていると思う。家
の中をウロウロして不安げなおばあさんの様⼦が、⽬に浮かぶようでおかしく
なる。今度、遊びに⾏ったら家から出るお⼿伝いもしてあげるといいのかも。
クスッとくるような内容だった。

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員F 15 16 15 17 15 78 友達の家の⽞関前にお婆さんが⽴っていたら、顔を知らなければ、普通にその
友達のお婆さんだと思って挨拶しちゃいますよねぇ。「よろしくねぇ」はいい
けれど、臭いのは正直⾟い。友達には⾒えていなかったお婆さん、⽞関の扉が
開くと中に⼊って⾏ってしまった。だけど、遺影を確認したら、どうやら友達
のお婆さんではないようで…。じゃあ、誰だ？ってなりますが、本当に誰だっ
たんでしょうね。中に⼊って⾏って良かったんですかね？(笑)そんなに怖くは
なかったけど、⾯⽩かったです。友達には真実は告げないでおいた⽅が良さそ
うですね。

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員G 16 16 17 16 17 82 魔物や怪異は勝⼿に⽞関を通り抜けられない、家という場所は⼀種の結界があ
るからちゃんと迎え⼊れてもらわないといけない、というルールを考えると、
この臭い婆さんは「私」と⼀緒にいることで上⼿いこと家に侵⼊してしまった
ということなんでしょう。これよく考えると⾃分もお客さんとして呼ばれた場
所で同じように何かを連れて⼊ってしまってる可能性もあるのか？と思わされ
て嫌ですね…。臭い婆さんは貧乏神の類なのかなんなのか、その後友⼈の家は
⼤丈夫だったのか、考えれば考えるほどバッドエンドなイメージが出てきてし
まいます。

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員H 12 11 11 15 13 62 かなりシンプルなお話という印象。怖さ、正体不明の⽼婆の霊。不気味ではあ
ります。主⼈公は⽬の前でスーッと消えられて、さぞ,驚いたでしょうね。とは
⾔え、読み⼿として恐怖を感じたかと⾔えば、それ程ではありませんでした。
また、鋭さ、⼀⽂⼀⽂短くしてテンポ良く読める分、ヒリヒリする様な鋭さは
感じません。新しさ、ここも特筆すべきものは...。出てきた幽霊が友⼈は亡く
なった⾃分のお祖⺟さんでは？！と涙するも、実際に⾒ていた主⼈公は遺影を
⾒て別⼈であることに気付く。この、実は別⼈だった、は怪談としてはあるあ
るな設定かと。遺影に写っていたのは...でバッサリ切って終わらせてみるのも
アリかもしれません。ユーモアさ、婆さんの登場の仕⽅と、よろしくねぇ、よ
ろしくねぇ、って何だよ？という台詞。あと、とても臭いって何？...もしかし
て⼈に化けた獣とか？など、⾯⽩キャラな所です。意外さ、ここは最後の⼀
⾏、主⼈公の⾔葉ですかね。「あれ、やっぱり違うと思うんですけどねえ。」
どっちの意味で⾔ってるのかなぁ？と考え込んでしまいました。単純に友⼈の
お祖⺟さんでは無い、という以上の含みがあるような.....

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員I 13 12 11 15 12 63 くさいのはなんのにおいだったのでしょう。お婆さんはなぜそのおうちに⼊っ
ていったのか？そのあとおばあさんはどうしているのか？ちょっと興味がわき
ました。知らないおばあさんだとはわからず泣いちゃったお友達、ちょっとか
わいそうだな。

⼊っちゃった笑 猫科狸 ⼀般審査員J 18 15 15 14 16 78 家に⼊ってきたときに、⼈以外のものも招き⼊れてしまったんだろうと思う
が、何をよろしくされるのかがよくわからないのと、悪意の度合いが匂いに出
ていたのかもなと思ってしまいました。

合計 157 147 148 160 154 766

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員A 15 16 15 16 15 77 「私が死んだら」「幽霊もしくはあの世の存在を」「証明する」。これはよく
ある話だが、「どういう姿で現れるのか」という着眼点が⾮常によいと思っ
た。たしかに「こんな姿で現れる」という条件については⾊々と聞くし、「実
際はどうなんだろう」という想像も膨らむ。この怪談はその点に着⽬し、短い
中で⾮常によくまとまった⾯⽩い回答を提出している。怖さとユーモアのバラ
ンスがとれていて、⾮常によくまとまっている。短編なのでこれ以上複雑にす
るのは難しいかもしれないが、まとまった回答から少し逸脱して、もう少し激
しい展開にしてみてもよかったかもしれない。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員B 16 15 15 16 15 77 相⼿を怖がらせることに重きを置いて幽霊としての⾃分の姿を選択していると
いうところに、⼈怖を感じました。それがむしろユーモラスに映る反⾯、「ほ
らねほらねほらね・・・」と、同じ⾔葉を繰り返して迫ってくることに、恐怖
⼼を煽られ背筋が凍りつくような感覚に襲われました。そうやって⾓⽥さんを
怖がらせるのは、このご友⼈が何か⾓⽥さんに恨みを持っているのではない
か、そんな想像もさせられてしまうのは、作者の計算でしょうか。「ほらね」
と迫ってきたところで⽂章が終わってしまうのが、更に想像⼒を掻き⽴てられ
良かったです。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員C 18 18 18 16 16 86 状況を想像するとゾッとします。事故後の姿で毎晩会いに来られるのは迷惑で
すが、逆に説得⼒がありますね。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員D 16 15 14 15 17 77 死んだら化けて出てやるよ！のパターンの怪談は数多く読んできましたが、ど
れもイタズラ⼼に溢れてほのぼのするものばかりでした。しかし、これはそこ
はかとなく悪意を感じます…この⽅、本当に友⼈ですか？淡々とした⽂体で描
かれているだけに、最後の彼の台詞が⼈にはできない早⼝で⾔われているよう
に感じてとても気持ち悪かったです。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員E 17 17 16 19 16 85 お調⼦者だけどオカルトに対しては律儀な彼が、有頂天になっている様⼦が想
像できて笑ってしまう。昔の映画で腐敗が進⾏しながら友達に会いに来る『狼
男アメリカン』のようにおかしい。⼈⽣で最も印象に残った時の姿というの
は、⾃分が印象に残った姿ということらしい。ということは、⾓⽥さんが印象
に残っている姿とは違うのだから、ぐちゃぐちゃになった顔で本当に彼なの
か、わかったのだろうか？事故死なんて他にもあるし、別の霊体かもしれない
と⾓⽥さんは思ったのではないか。だから、「ほらね・・・」と⾔う前に相⼿
の事も考えてまず名前を⾔った⽅がいいと思う。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員F 16 15 15 16 15 77 霊の存在の証明はいいけれど、亡くなった瞬間の姿で毎晩現れられるのは迷惑
以外の何者でもないだろう。約束を果たす事が出来て嬉しいのはわかるけれ
ど、ここまでやるのはやり過ぎだし、最早呪いに近いものがある。友⼈だと⾔
うのなら、せめてもっと違う姿で現れてあげて欲しい気がするけれど。私も、
もしも⼼霊好きの友⼈達より先に亡くなった時は、霊となって友⼈達の前に現
れたい、という気持ちはある。⼈⽣で最も印象に残った時の姿で現れる、とい
うのは間違いではないような気もするけれど、それが、体がひしゃげていてぐ
ちゃぐちゃの顔で、というのは何とも残念な話だ。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員G 17 15 7 13 12 64 約束って時には呪みたいになりますよね。このお話がまさにそんな感じです
ね。オカルト好き友⼈の⾼揚感が気持ち悪くてまた良いアクセントになってま
す。最後の念押しのようなセリフはなんとなく解っていてもゾクッとします
ね。彼が信じて居たからこそ化けて出たんだろうなと思うし、信じて無かった
らちゃんと成仏できたのかな？と考えると、少しかわいそうに思いますね。約
束が呪になってしまったから彼もそこから逃げられなくなってしまったし、⾓
⽥さんも呪われてしまって。死んだらどうのこうのという約束は時に交わしま
すが、気軽に死後の話はするもんじゃないのかもしれません。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員H 17 15 15 15 16 78 怖さと⾺⿅⾺⿅しさの⼊り混じったお話でした。怖さ、⾓⽥さんの友⼈とやら
の執念深さですね。⼰が幽霊を信じてるからって、信じてない側の⼈に、⾃分
が死んでから毎晩化けて出て、「⾃分が正しかった」事を主張し続けるなん
て。鋭さ、話し⼿である主⼈公⽬線での語りが⾓⽥さんに同情してるわけで
も、ましてや化けて出る友⼈を気にかける感じもなく、あった事を語る点に感
じました。新しさ、恨み⾟みで無く只々⾃分の主張を押し通すが為に、毎夜化
けて出る⾓⽥さんの友⼈、しかも「⼈⽣で最も印象に残った時の姿で現れるの
だ」の結果が事故死した時の姿で。ユーモアさ、ぐちゃぐちゃの姿で現れ続け
る友⼈と肝⼼の⾓⽥さんがそれについてどう感じてるのかがまるで明かされな
い点です。意外さ、いくら幽霊の正体を証明したいからって。化けてでるって
どうやって？と思ってたら無駄な意志の強さで⾒事幽霊に。凄いですね。た
だ、この先彼はどうなるんでしょうね？⾓⽥さんはどうするつもりなんですか
ね？いや、そこで終わるんかい！？という結び。意外でした。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員I 14 11 10 12 11 58 そういえば、私も⼩学⽣の時に友達と約束しました。先に死んだほうが枕元に
たって幽霊はいるよって証明しようと。みんな考えることは同じだなと。ただ
⾼校を卒業したあと、その友達とは縁が切れてしまったようでどこにいるのか
わからず（笑）そんな状態でも約束ははたせるのかと今ちょっと思いました。
その時は、死んだ瞬間の姿で現れるのはやめておこうと思ったお話でした。

1412 友⼈との約束 祝⿂ ⼀般審査員J 16 15 14 17 13 75 ブラックジョークを⾃分が死んでまでやるという、やられた側にとっては、と
ても嫌な思いをする話だったが、第三者⽬線ではユーモアがあったと思う

合計 162 152 139 155 146 754

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員A 15 14 14 14 14 71 タイトルが「パン屋さんのトング」なので、トングが重要なのだろうと思われ
る。⾊々と想像が膨らむ怪談だ。なぜトングの⾳に反応するのか。険しい顔の
パンを買って⾷べてみたらどうなるのか。単なる幻覚なのか、それとも怪異な
のか。怪異だったとして、その怪異の正体はナンなのか。単に本当に後ろに⼈
がいたけど隠れただけで、険しい顔のパンもそういうパンがあっただけなのか
もしれないが。ヒーローじゃなくて悪役の顔を描いたパンだったのかもしれな
い。そう考えるとそんなに⾯⽩くない。こちらの想像に任せている割合が多い
ので、もう少し具体的でもよかったかもしれない。

1411 パン屋さんのトング ⼀般審査員B 15 15 14 15 14 73 普段の⽣活の中に潜む怪異、いいですね。キャラクターの顔が怒ったように作
られてしまったから魂が宿ったのか、魂が宿ったから表情が変わったのか、想
像するのが楽しいです。このパンを購⼊してムシャムシャと⾷べてしまった
ら、⼈怖にもなりますね。同じシチュエーションでも起承転結の結の部分が異
なるお話が、何パターンか作れそう。Aさんの場合、Bさんの場合、というふう
に、⽐較する演出も⾯⽩そうです。トングについてはそんなに重要な役割を
持っていない気がするので、題名は違うものに焦点を当てたほうが良かったか
もしれません。

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員C 16 18 16 18 16 84 菓⼦パンに怒られるシュールな⾯⽩さが良かったと思います。居ないと思って
いるときに意表を突かれるシチュエーションも怖いですね。

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員D 14 15 16 17 16 78 怖さは少ないものの、実際に起きたら嫌だなと思って点数をつけさせていただ
きました。ただ、地元のパン屋さんによくある某アニメヒーローのパンがとて
も想像しやすくて思わずにやっとしてしまいました。

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員E 16 17 17 18 17 85 お洒落なパン屋さんで、ウキウキしてパンを選びながら思わずトングでリズム
を取ってしまった、気持ちはよくわかる。誰もいないという油断から、うっか
りやってしまいがち。声の主は間違いなく菓⼦パンのヒーローでしょう「私」
には、その菓⼦パンのヒーローに謝って、ぜひそのパンを購⼊し⾷べて欲しい
です。⼦供のころ祖⺟に「茶碗を叩くと地獄の⻤（餓⻤）が寄ってくる」なん
て話を聞いた気がする、菓⼦パンのヒーローからの注意で、迷惑⾏為に気づか
された⼼温まるお話。誰も⾒ていないと思ってもお天道様がみているじゃなく
て、菓⼦パンのヒーローが⾒ていますよ。

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員F 17 17 19 18 18 89 新しく出来たパン屋さんで、お洒落で尚且つ品揃えが豊富で美味しそうだと毎
週でも⾏きたくなるし、ついつい通ってしまいますよね。それはよくわかりま
す。私はしないけど、無意識にトングをカチカチ鳴らしてしまう⼈は案外いる
のかもしれない。誰もいないと思っていたのに、突然後ろから声が聞こえたら
びっくりするし、確認しても、やっぱり誰もいなかったらそれは怖いだろう。
しかも、その声が菓⼦パンに描かれたヒーローの顔から発せられたと思わざる
を得ないような、１つだけ睨むような険しい顔を⾒つけたら…。それは怖いけ
れど、同時に、新しさ、ユーモアさ、意外さも感じられる⾮常に良い作品でし
た。

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員G 3 10 17 15 12 57 某菓⼦パンヒーローという⾔葉のチョイスにクスッとしてしました。怖いかど
うかというと、それはあんまりなので怖さの配点は低めです。あのトングのカ
チカチは⼀説によると単純作業（カチカチ）を繰り返すことによって脳みその
整理をしているらしいですよ。考え事をしているとき、無意識に⼿元のものを
弄ぶような感じですね。でも、パン側からしたらやたらめったらカチカチされ
てウンザリなんですかね？貧乏ゆすりに嫌悪感を感じるのが⼈なら、パンはカ
チカチに嫌悪感を感じるのでしょうか。それとも作り⼿の職⼈さんがカチカチ
をうるさく思ってて、その念がパンに移ってしまったのかもしれないですね。

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員H 11 11 15 15 14 66 そういう切り⼝もあるんだ~、と感じた⾯⽩い作品でした。反⾯、怖さですが
あまり感じ無かったです。誰もいないはずの背後からいきなり声がする、何故
か菓⼦パンの⼀つが⾃分を睨みつけているように描かれている。話しが突⾶な
分、そこに持っていかれて怖さが⽋けています。鋭さ、平和な⽇常からの怪異
への転換が緩やかなせいか、感じ取れませんでした。新しさ、怪異を声と菓⼦
パンで表現した点です。ユーモアさ、声の主のセリフが⽣きてる⼈間と変わら
ないので笑ってしまいました。後は邪悪？な顔してるであろう菓⼦パンです。
意外さ、パン屋が舞台の怪異ってかなり珍しいと思います。そこを上⼿く活か
したお話でした。

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員I 12 11 10 12 13 58 トング、カチャカチャやっちゃいますよね。私もやってしまいます。あれはな
んでカチャカチャしたくなってしまうんでしょうね。そして、うるさいと⾔っ
てしまったパンがよりによって某ヒーローとは(笑)ただしゃべるパンはとても
⾷べ⾟いな

1411 パン屋さんのトング 祝⿂ ⼀般審査員J 15 15 16 18 18 82 その顔の絵は、パン屋さんに描かれたものだから、うるさいと思ったのは、実
は、パン屋さんの想いが宿ったものだったのかと思い、⾮常に⾯⽩い話だった

合計 134 143 154 160 152 743

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員A 16 16 15 14 14 75 「春は⼈を連れてくるから、困るね」というこの祖⺟のセリフ、なかなかよく
できたセリフだと思った。実際に進学や就職などで春は⼈を連れてくるが、な
にかそれ以上の意味があって、祖⺟はその意味すらも分かったうえでこのセリ
フを⾔っているのだとすると、少し怖い。「⼈を連れてくる」という表現をわ
ざわざ選択しているが、やっぱり「何かが異質な何かを連れてくる」というの
は怖いことではなかろうか。そして、実際この怪談では異質な何かが来ている
のである。表現はなかなか良いと思う、内容ももっと怖くできるのではないか
と思った。

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員B 14 14 14 14 14 70 優しく美しい⽂章が、とても好きです。春が不思議な事象を連れてくるという
のも美しくて素敵です。お⺟様はご存命で、なにかがお⺟様の真似をして、
僕、を呼んだようですが、その「なにか」の意図は、なんだったのでしょう。
この作品なら、悪意のない、ただのイタズラであって欲しいと思います。霊と
いうより、神様や妖精の仕業のような気がします。恐怖やユーモアはそんなに
感じませんが、⽂章も内容も全体的によくまとまっていて、不思議な話として
良いと思いました。評価項⽬に該当するものがないのが残念です。この⽅の不
思議系の⻑編の作品も読んでみたいです。

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員C 19 18 16 16 16 85 隣の家には何が集まっているのか？どうしてそうなってしまったのか？そんな
疑問が沸き上がるお話でした。隣の家には、⺟の顔で主⼈公を呼んだように⼈
や霊を呼び込むナニカが住み着いているのでしょうか…

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員D 13 14 17 16 16 76 おばあ様の⾔葉にいちいち含みがあって家族ならば詳しく問い質したくなって
しまうのでは、という印象を受けました。聞いてはいけない雰囲気があったの
かもしれませんが、網⼾越しに明らかに⼈の気配があったのであれば何を知っ
ているのか聞くのでは…？「春は⼈を連れてくる」という表現はとても綺麗で
すが、こういう時は少々不気味に感じますね。

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員E 16 16 17 16 16 81 「僕」はどこから⾒ているのだろうか。「僕」と「祖⺟」は同じ場所にいるよ
うに感じる、隣だと思っている家は、過去の幸せに満ちた⾃分たちの⽣活⾵景
のようだ。夢の中かうつつなのかふわふわとしてとりとめのない話だ、本当に
昼寝をしているのは「僕」のようでもある。祖⺟は夢の中で春⾵に乗って様⼦
を⾒に来たのかもしれない。その夢から呼び覚まさせてくれたとき、誰に呼ば
れているのかわかっていないので振り向いたのだろう。⺟だと確信してこちら
側に帰ってきたように感じる、覚醒すると⺟は台所にいる。それぞれの想いが
交差している、のんびりとした感覚が味わえた。

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員F 16 15 16 16 17 80 春は⼈を連れて来る、とは⾯⽩い⾔い回しですね。出会いと別れの季節、とは
よく⾔いますが。困る、という事は、春は霊を連れて来る、という意味なんで
しょうか。隣の家が空き家なのをいい事に、霊達の溜まり場になってしまって
いるのですかね。まあ、楽しげで賑やかなのは嫌な気はしないけれど、あまり
騒がし過ぎるのはちょっと嫌かも。主さんを呼んだのは、当然、本当のお⺟さ
んではなく、成り済ましの霊によるものだったんでしょうね。夢なら夢であっ
てくれた⽅がいいのですが。但し、暁は覚えて貰いたいですが。

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員G 15 16 16 17 16 80 怖い話だけど、どこか爽やかな感じがしました。祖⺟のセリフがまた素敵です
ね。はっきりとはしないけど、確実に存在する違和感がすぐそこまで迫ってい
るような感じが怖いですね。しかも「僕」は⺟の顔をした何かを⾒てしまった
し、なんなら祖⺟も⾒ているのかもしれませんし、最初のセリフ的にもう何年
も体験しているのかもしれません。嫌な⽅に考えるなら、既に⺟は⼊れ替わっ
てしまっているからこそ「僕」の名前を呼んだのかもしれませんね。隣家にい
る存在はなんなのか、いつかその隣家と⼊れ替わってしまうのか、そうじゃな
いのか。この先の話が気になる終わりが良いですね。

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員H 12 12 13 12 13 62 独特の世界観ですね。爽やかささえ感じられるような。怖さ、隣家の空き家か
ら⼈の声、物⾳が聞こえる。そして、最後には何故か⾃分の⺟親が⼿を振って
いる。本⼈は我が家の台所にいたと⾔うのに。よく「彼⽅の世界の者はしばし
ば相⼿の近しい⼈に化ける」と⾔いますが、その類でしょうか？⽂体も相まっ
て怪異というより不思議話と⾔う印象。ですので、怖さはあまり感じません。
鋭さ、ここも祖⺟の何か訳知り顔で語る台詞が、のんびりしていて。ゆっくり
とした空気感で物語が進む為、⽋けているかな？と。新しさ、主⼈公や祖⺟が
隣のソレに気付いているのにあまり気に留めている感じでは無く、ある意味受
け⼊れている様に⾒受けられる点です。主⼈公にしか⾒えない、聞こえない。
あるいはその逆。であり、恐怖しつ周りは信じてくれず....だと良くある話です
が。珍しいですね。あと、隣家が主⼈公達に何か仕掛けてくる、でも無い点も
新しいと感じました。ユーモアさ、祖⺟の達観した様⼦、⾔動ですね。それに
主⼈公もアッサリとしている感じが。意外さ、ラストでの⺟親が隣家から名前
を呼んでいたの辺りですかね。あくまで「⾳」で表していた怪異をここに来て
視覚として持って来た点です。で、この後主⼈公がどうしたのかも気になる終
わり⽅でした。

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員I 12 11 11 10 12 56 え？？どういうこと？？最初は空き家に霊が集まってきているのかと思いまし
たが、最後どういうことだったのでしょう？お⺟さんは台所にいるのに隣の家
からお⺟さんの声がした。。。霊に化かされてる？？不思議な最後でした。

1424 春眠 朧紙 ⼀般審査員J 16 15 13 13 17 74 隣の家に来ているナニカは何なのか？家族の真似事をしているナニカだったん
だろうと思うが、祖⺟には、何が⾒えていたのだろうかと意味のわからない怖
さがあった。

合計 149 147 148 144 151 739

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員A 16 16 15 15 15 77 なにか得体のしれない恐怖の始まりを予期させるような怪談。中にいるのは⾃
分なのかそれとも他⼈なのか。なにかドッペルゲンガーのようなものなのかも
しれない。⻑編怪談の冒頭のようでもある。まとまり、という点ではあまり評
価できないが、こちらをワクワクさせるような「雰囲気」は確かにある。少な
くとも、「ふーん、それで？ それがどうしたの？」というような怪談ではな
い。ただ、もう少しまとまりが欲しかったかもしれない。冒頭でもあり、完結
もしている、という⾵になると、こちらも拍⼿するような短編怪談になるので
はないだろうか。

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員B 14 14 15 14 15 72 異世界系の話でしょうか。⾃分の声が出迎えたとありますが、その声は本当に
⾃分の声だったのでしょうか。⾃分を語る別の何かだったと想像すると、その
⽬的はなんなのか恐怖⼼に駆られます。とても良い設定だと思いました。異世
界に⼊り込むきっかけが⾓を曲がったことでしたが、もう少しインパクトのあ
るきっかけだと、読み⼿がグイッと異世界に⼀気に引き込まれて良いのではな
いかと思いました。また、最後に鍵を開けていないのに声がした、という表現
は、不要に感じました。鍵を差した途端に⽿元でおかえりと声が聞こえた、程
度の⽅が、⽂章がスッキリして良いのではないかと思います。

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員C 19 18 16 16 17 86 異世界に迷い込んでしまう系でしょうか。信号機の点滅や看板の⾊の違い等、
不安感が伝わってきました。⾃分の家の中で待ち構えているのは⼀体なんなの
か…とても気になります。

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員D 16 14 17 17 18 82 異世界ものは怖いと不思議のバランスが難しいと個⼈的に思っているのです
が、これはバランスがとれているお話だと思いました。慣れた街並みのはずな
のにどこか違う、という得体のしれない気持ちの悪さがよく伝わってきます。
それでも恐る恐る⾃宅に帰ると、よくあるのは全く知らない⼈が住んでいた…
というのが定⽯ですが、今回は⾃分の声が聞こえるという恐怖。しかも、なぜ
か「おかえり」と⾃分の訪問を知っていたかのような反応をされるなんて怖す
ぎます。この後どうなったのかとても気になるところですっと終わっているの
も短編らしい描き⽅でとても⾯⽩かったです。

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員E 18 16 17 17 16 84 ⾓を曲がるまでは、いつも通りだったということなら、そこからパラレルの帰
り道に⼊ってしまったのだろうか。そして鍵を挿し込んだとき声が聞こえたと
いうことは、家の鍵を挿し込んだだけで、まだ開けてはいないが別のパラレル
に⼊ってしまったように思えた。果たして鍵はどこに挿し込んだのだろう？当
たり前に考えれば⽞関ドアだと思うが、そうとは書かれていない。いったいど
こに繋がる鍵を持っているのか。⾃分と似た声は⾃分だとは限らない、このあ
と、開けるのだろうか？それとも、引き返すのだろうか気になった。いつもの
帰り道が、いつも通れるとは限らないと思ってしまった。

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員F 15 15 16 16 16 78 怖さよりも、不思議さを強く感じるお話。所謂、異世界系のお話になるので
しょうか。異世界というよりも、パラレルワールドか。いつもの帰り道なの
に、⾓を曲がった途端、突然感じる違和感。異世界に⼊り込んだ話で、よく聞
くのが、周りに他に⼈がいなくなる、とか、⾳が聞こえなくなるというもの。
でも、⾃分の家のすぐ近くでそんな違和感を感じるのは嫌だなぁ。家の⽞関の
鍵を差し込んだ瞬間に⾃分の声で「おかえり」って中から聞こえてくるという
のも奇妙で不思議ですね。

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員G 7 13 10 10 10 50 パラレルワールドへの迷い込み、もしくは異世界に移ってしまった類のお話で
すね。不気味さは伝わるのですが、怖さは少し弱いかなと感じました。家の中
にいるのはどんな⾃分なのか、本当に⾃分は存在しているのか。鍵の刺す⾳で
おかえりと⾔うなんてまるで来ることが分かっていたみたいですね。この⽇こ
の時間にこの⼈が帰ってくるとこを相⼿が予期していたなら、なんのために
待っていたのか、なぜ「おかえり」なのか、考察が広がるところは楽しいなと
思いました。個⼈的な好みなのですが、不気味さがお話の中で丁寧に⾼められ
ているので、終わりに⼤きな衝撃が欲しかったというのが正直な感想です。

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員H 15 15 15 13 10 68 限界まで削ぎ落とした⽂章。意欲作です。怖さ、⽇常がいきなり⾳も⾵も無い
異世界へ。⾼まる違和感。⼀番安⼼する我が家へ辿り着いたまさにその時、、
いや怖い。鋭さ、冒頭から緊張感があり、徐々に違和感が増していく様⼦が良
かったです。新しさ、鍵を差し込んだ瞬間「⾃分の声で」「おかえり」と中か
ら声が聞こえた。ここに怖さを凝縮させている点です。ユーモアさ、中から聞
こえた声が果たして本当に主⼈公⾃⾝の声なのか、それとも擬態した何かなの
か、、ひょっとしてドッペルゲンガー？読み⼿に⾊々と推察の余地を残していて
⾯⽩いです。意外さ、部屋の中からの声のみというオチで表現している点で意
外さは感じました。ただ、⽇常が突如⾮⽇常へ変わり、解放されるかと思いき
や最後に⼀番⼤きな出来事が起こる、という流れは⽬新しくは無いので、中間
点としています。

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員I 12 11 10 10 10 53 異世界に迷い込んでしまった話なのでしょうか。異世界もの⼤好きですが、最
後の⼀⽂。鍵はまだあけてないとはどういうことでしょう？鍵をさした時点で
帰宅がわかって声をかけた異世界の⾃分ってことではないのでしょうか？いや
でもお帰りだから、誰かと⼀緒に⽣活をしていたのか、来客がいったん外に出
て帰ってきたと思ったのか。どういうことでしょうわ

1419 鍵を差す前の声 朧紙 ⼀般審査員J 18 15 15 15 18 81 中から⾃分の声が聞こえるってとても怖いです。しかもその⾨は、四辻だった
のかな？といろいろ、想像させる⾯⽩さも良かったと思う

合計 150 147 146 143 145 731

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員A 16 16 16 15 16 79 なかなかよくまとまっている。「懐かしくて、胸が詰まる」で感動的な展開に
⾒せかけてからの不気味な結末。短い時間の中で⼆つの感情が味わえるお得な
短編となっていることを評価したい。この話も、単に⺟親を亡くした息⼦をAI
が慰めようとして失敗しているだけの話にも読めてしまうことが残念である
が、まさかそうではないだろう。「おまえ」ということは⾃分からの電話だと
いうことだろうか。⺟親を失って錯乱した息⼦が⾃分でなにかをやってしまっ
ている可能性や、何かしらの怪異が関係している可能性、いずれにせよ深く、
そして怖い。

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員B 15 14 14 14 14 71 亡くなったお⺟様を恋しく思う⼼の隙間につけこむ恐怖の事象、良いですね。
お⺟様のセリフのチョイスが、⽣前の普段の何気ない⽣活の⼀コマを彷彿とさ
せます。ノスタルジックな感覚を呼び起こされるところに恐怖とのギャップが
あって、効果的な演出だと思いました。電話の主がお⺟様の偽物だとしたら、
いったいその正体はなんなのでしょうか。想像するのが楽しいです。最後に着
信歴の相⼿先が「おまえ」に変わっていたとのことですが、この部分がわたし
にはよく理解できませんでした。「おまえ」というのは、電話を受けた⼈⾃⾝
ということでしょうか。⺟親を懐かしむ気持ちが、⺟親の⾝代わりを作ってし
まったということでしょうか。もう少し腑に落ちる結末だと良かったです。

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員C 19 19 16 16 18 88 無くなった⺟を騙った何かからの電話。故⼈を騙ることから明らかな悪意を感
じる。そして、着信履歴の「おまえ」。深みのある作品だと思いました。

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員D 18 16 14 16 15 79 読み終えて⼼臓をどん、と強く押されたような気がしました。短い時間の中で
ゆったりとしたややノスタルジックな雰囲気から、徐々に不穏になり突然暗闇
に突き⾶ばされるような描写が⾒事でした。懐かしい声ほどほんの僅かな違和
感に気が付くものだと思います。電話の向こう側にどんな存在がいたのか気に
なりますが、どこに帰ってこいと呼んでいたのか…知らないままの⽅が良さそ
うですね。表⽰されていたのが名前ではなく「おまえ」というのがかなりイン
パクトが強くて良かったです。

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員E 17 16 16 17 16 82 『おまえ』という⼈が、同じナンバーで間違い電話をしてきたとか？⾃分が覚
えていないだけで、名前の編集をしていたとか？それとも、お⺟さんを死んだ
ことにしているとか？⺟親が去年亡くなっていると思い込んでしまった妄想
か。話としてはただそれだけの事、特に惹かれるものはなくどうしたらよいも
のか思案してしまった。なぜなら、⺟の声で電話がかかってきただけで⺟の番
号からかかってきたとはどこにも書かれていない。このようなことは⽇常ス
ルーしてしまう程度の事だから、もしどうしても気になっているのなら、とり
あえず、かけ直してほしいと思う。

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員F 16 15 15 15 16 77 亡くなった⼈から着信があったり、メールが届く、というような話は、最近の
怪談では結構よく聞くけれど、実際に声が聞ける事はそれ程多くはないような
気もするし、怖くはあるけれど、ちょっと嬉しい気もする。絶対に本⼈ではな
い、とわかったとしても、同じ声であれば泣きたくなるかもしれない。画⾯の
表⽰がお⺟さんの名前が消えて、〝おまえ〟と変わってしまうのは意外さもあ
り、怖いと思う。霊の悪戯だったとしても、喜ばせておいて、突き落とすよう
なこんな感じのは⽌めて欲しいですね。

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員G 7 5 5 8 15 40 これは私には少し難解なお話でした。お話の中での良い違和感もしっかりある
し、怖さの布⽯もいいのですが、着信履歴が「おまえ」なのが唐突すぎて怖さ
より疑問が先に来てしまいました。⽂体的に詳しくしてしまうと雰囲気が崩れ
てしまうので、あえて唐突なのだと思うのですが、私としてはもう少し詳しく
してもらえたほうが良かったです。今は亡き⺟からの着信で⾼まる緊張感、
徐々に表れていく違和感、この積み重ねは丁寧で良かったと思います。字数制
限もあるうえに、怪談なので詳しすぎると興ざめしてしまうではあるのです
が、あまりに怪異をぼかしすぎてしまうと伝わらない結果となってしまうの
で、もったいないかなと思います。

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員H 13 12 13 11 11 60 怖さ、亡くなった⺟親から電話がかかって来る。しかし、その声には妙な違和
感があり、着信履歴を⾒てみるとそこには...。確かに⼀定の怖さはあるんです
が、痛烈なものは感じませんでした。結局何だったんだ？という疑問が先に⽴
ちます。鋭さ、状況説明に引っ張られていて、主⼈公が違和感に気付いた時の
緊迫感や、履歴を開く時の表現に鋭さは感じ取れません。新しさ、死者からの
電話は特段新しさは無いと思いますが、履歴の⾔葉が謎ですね。ユーモアさ、
正直ここはラストをどう解釈するかで違って来る気がします。わたし、では無
く、おまえ。誰からの⾔葉でどう⾔う意味なんでしようかね？意外さ、うー
ん。ここまあまり。死者からの電話。怪談では良く出てきますよね？作者は敢
えてそのテーマにしたのでしょうけれど、今⼀つ上⼿く機能していないと⾔う
か。ラストをあの形で終えてしまうとモヤモヤした気持ちだけが残ると⾔いま
すか。おまえ、の⾔葉が何を⽰唆するのかヒントが欲しい所です。

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員I 12 11 12 10 11 56 亡くなった⽅からの着信があったって話はよく聞きますが、着信に出たらこん
な感じなのかって思いました。最後のおまえってのはどういうことなのか？私
も１度だけ亡くなった⼈から着信があったことがあります。電話には出れな
かったのですが、もし出ることができていたらこのお話おように声がきけたの
かな？(笑)

⺟の声 朧紙 ⼀般審査員J 18 15 15 15 17 80 おまえって誰だろうと思いながらもなくなった主⼈公の⺟親を装った誰かが主
⼈公を何処かに誘い込もうという悪い予感しかしない話になっていて良かった

合計 151 139 136 137 149 712

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員A 15 14 14 15 14 72 物を置かなければいいのでは？ とシンプルに思った。置いちゃダメって⾔わ
れてるんだから。何かがいるのは間違いないようであるが、こちらに危害を加
えないのであれば放っておいてもいいのではないだろうか。多分陳列棚にヘビ
とかがいる⽅がよっぽど怖いし⾯⽩いので、怪談としての怖さや⾯⽩さはあま
り感じなかった。事故物件とか気にしない⼈であれば本当にまったく気にしな
いと思う。今回はカップ麺だったが、置いてもいいものもあるかもしれない。
ポテチだったら喜ぶとか。意外にも昆布だったら置けるとか。⾊々と試してみ
てもいいかもしれない。

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員B 15 14 13 16 14 72 先が読める設定ではあるものの、最後に⼈怖で締めたのは意外でした。そこが
とても良かったです。⼿が出てきて品物をどけてしまう描写がどこかユーモラ
スで、くすりと笑ってしまうのも怪談とはギャップがあって⾯⽩かったです。
もし恐ろしさを追求するなら、誰もいないのに気づいたら商品が投げ出されて
いた、というように、読み⼿に想像させる余地を作ると良いかもしれません。
ユーモアを交えた作品が得意ということでしたら、次はぜひ妖怪や不思議な⽣
き物をテーマにした作品を拝⾒したいです。題名に恐怖の伏線があると、さら
に良いと思いました。

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員C 16 14 18 16 16 80 下段の隅に住み着いているものの正体が気になります。その先輩は正体を知っ
ているのか？ここから話が膨らみそうですね。

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員D 18 17 17 16 15 83 店舗独⾃ルールの中にここまで明確な理由があれば、みんなしっかり守るで
しょうね…シンプルな怪奇現象であるものの、シンプルこそ恐ろしいと思いま
した。なんでそこに留まっているのか、そもそも誰なのか謎なので対処のしよ
うがないということなのでしょうか。謎が多く不気味な話でした。

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員E 18 16 16 18 17 85 陳列棚に空きがあると、妙に埋めたくなるのはなぜだろう？空間に何かを置き
たくなるのは、⼈間の本能的な傾向らしいが単純にもったいないとか、隙間が
嫌いとか、それぞれあるものだと思う。カップ麺を置いたのは下段ということ
で叩き落すという表現が気になってしまった。陳列の情景も少し⾔葉を付け加
えてもいいかと思った。陳列棚の奥を覗く時に⽬があったら、何かいたらと思
う時がある、そんなちょっとした怖さが共感できる。今回は、⼿が伸びてきた
ようだが、置いてはいけないと⾔われていたのに誘惑に負けてカップ麺を置い
てしまった。禁忌を破るタイプでしょうか？叱るために出てきた⼿だったりし
て。次回は落とせないくらい重い商品を置いてほしいと思った。

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員F 16 15 15 16 15 77 実際に⾃分が体験してしまったら怖いかもしれない。スーパーに限らず、CD
ショップ、とか、陳列棚に纏わる怪談は少なからずあるような気がする。陳列
出来るスペースがあるにも拘わらず、置くな、と⾔われるって事はやっぱり何
かあると思っちゃいますよね。そこに現れる⼿はなぜそのスペースに商品を置
くと叩き落とすんですかね？そこはマイスペースなの？怖いというよりもムカ
つきそうですが。Aさんに限らず、事情を知らない新⼈さんにその⼿の業務を
させる、というパターンは往々にしてあるのかもしれないですね。

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員G 5 9 13 18 5 50 何故かわからないんですが、コミカルに感じたのでユーモア点を多めにつけま
した。Aさんは良かれと思ってやったのに、謎の存在に「やめろ！」と⾔わん
ばかりに邪魔される。なんとなくホラーゲームでよくある「アイテム取ろうと
すると出てくる⼿」を思い出しました。解っててもびっくりするシチュエー
ションです。怪異的には2つ⽬までは置けたようなので、2つだけ置いておくの
はいいのかな？のぞき⽳があればいいのかな？と想像してしまいました。先輩
は先輩できっと⾔ったら辞めるからと思って⾔えなかったのかな、と思うと
ちょっと同情しちゃいますね。怪異と雇⽤の板挟みにはなりたくないなぁ。

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員H 11 10 10 12 10 53 構成は上⼿くまとまっていて読みやすかったです。怪談として成⽴もしていま
す。ただ、全体的に薄いです。インパクトに⽋けます。怖さ、確かにそんな所
から出るわけないのに⼿が伸びてくるのは吃驚しますよね。が、それ以上の何
かが無い。怖さとしては⾜りません。何か予兆めいた描写が欲しかったです。
鋭さ、起きている事があまり怖く無い為なのと、良くも悪くもテンポ良い⽂章
なので鋭さも感じられませんでした。新しさ、ここはAさんが怪異に会うも、
実は同じ体験をした⼈達が何⼈かいて退職していた。という、すみません、少
なくとも新しさは無いです。ユーモアさ、⼿が伸びてきて何故かカップ麺を受
け取る、じゃなく叩き落とす。いや、何でよ！キャラですかね。Aさんの⼈物
像を少し掘り下げても良かった気がします。意外さ、新しさと重複しますが、
商品を置く事を禁⽌されてる棚、それが気になるAさん。フラグ⽴ってるので
後の展開が想像ついてしまいます。そして、案の定怪異に会い、からの先輩社
員からのネタ明かし。うーん。意外さ、感じませんでした。

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員I 13 12 12 10 11 58 なんで置いちゃダメか⾔ってほしかったですよね。そしたら試しに置いてみて
怖い思いしなくて良かったのに。まぁでも話してたらそれが怖くて辞められ
ちゃうかもしれないので⾔えなかったかな？？まぁでもどっちにしろ辞めちゃ
うかもですが笑

1394 品出し業務 那由多 ⼀般審査員J 15 16 14 16 18 79 結局、⼿は、何だったんだろうという思いと、同僚にちゃんと説明をしない
スーパーの同僚も嫌な感じがする話だった

合計 142 137 142 153 135 709

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員A 15 14 14 14 15 72 単にお酒に酔って別の⼈と間違えてるだけだったら、全然⾯⽩くない。しか
し、そういうことではない、ということは流⽯にわかっている。「俺」が忘れ
ている説もあるが、そういうことでもないだろう。語られた怪談がマジで怖い
ものだったことを考えると、その怪談それ⾃体になにか怖ろしいパワーが秘め
られている、ということだと理解した。とはいえ、そこから先の展開がないた
め、それ以上の評価はできない。その怪談を「語ってはいけないなにか」とし
て扱い、もう少し怖く⾯⽩くできたかもしれない。他の投稿短編にも⾔えるこ
とだが、短編であってもその枠に縛られてはいけない。

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員B 16 15 16 15 17 79 この得体の知れない恐怖は、なんなのでしょうか。Aさんの記憶が改ざんされ
ているのか、俺、の記憶違いなのか・・・⼼霊スポットに実際に⾏ったのは、
果たしてどちらなのでしょうか。それとも、どちらも⾏っていない？⾊々なパ
ターンを想像できて、広がりのある作品なのがとてもいいと思います。会話が
多く、⼀⽂が短めでスッキリしているのが、読みやすいです。⼀読すると頭に
スッと⼊ってくる感じが⼼地よくて好きです。「 」の前に、俺、や、A、と
書かれていますが、「 」をうまく使えばこの表記は要らないと思います。そ
の⽅が更に読みやすいのではないかと思いました。その上で、この⽅の⻑編作
品を読んでみたいです。

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員C 16 16 16 16 16 80 どうしてその怪談の記憶が無いのか深堀して欲しかったです。霊に記憶を消さ
れてしまった？

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員D 13 14 15 16 13 71 会話調で進むのかと思いきや、⼩説⾵にもなる書き⽅で今回はあまりいい⽅に
働いていない気がしました。⾃然な会話を想像したら、Aが語ってる話は⾃分
から聞いた話だとすぐ気付くはずです。そこの違和感から、最後怖いと思うは
ずの部分で恐怖を感じられませんでした。

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員E 17 16 16 18 16 83 これは、ただの物忘れともいえそうな話。酔っている時に仕⼊れた怪談を、オ
カルト仲間との飲み会で話した。酔っている時に仕⼊れたものだから素⾯のと
きは覚えていない、そして⼀定の量のお酒が⼊ると、その話を思い出すのかも
しれないと思ってしまう。酔わないと話せない話のようだ。でも、もしかした
ら完璧にAにからかわれている可能性も捨てきれない。それとも⼀時的な記憶
喪失、Aが他の誰かと勘違いをしているなど、いろいろと想像が巡る。どのパ
ターンにしても記憶をなくすほど酒を飲み過ぎるなよという、なにかからのお
告げなのかもしれないと、そんな気がする。記憶にないその怪談ってどんな話
ですか？

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員F 14 14 14 16 16 74 友達と飲みながら怖い話をしたり、怪談話をあーだこーだと考察したりするの
は楽しい。お酒に酔った上での話だったら不確実な記憶、という事は考えられ
るけれど、⾃分が話した事もない話を、あなたから聞いたんだよ、と⾔われる
とちょっと怖い。けれど、飲みの席でそう⾔われても説得⼒には⽋けるから、
私なら、たぶん、それはあなたの思い違いで、他の⼈から聞いたんだよ、って
⾔うだろうな。誤字が幾つかあったので、ショートの場合はどうしても⽬⽴っ
てしまいますので、気をつけて投稿前に再確認を。

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員G 3 3 3 12 3 24 歳を取ると何故かこういう事が増えます。「この話をしてくれたのはAだっ
け？Bだっけ？」みたいな。まさにこの話のように話をしてくれた⼈をすり替
えて覚えており、その⼈の前で話をして「それは私じゃないよ」と訂正される
こともよくあります。なので、正直怖いというよりはあるあるな話に感じてし
まいました…。なので怖さは低くさせてもらいました。年取ったということは
ある意味恐怖なので、そこで少し加点としました。何かもう⼀つドッペルなの
か、パラレルなのか、はたまた何か得体のしれないものとの話なのかを表現し
てもらえたら怖くなったかな？と思います。字数制限的に難しいとは思います
が、何かしらオカルトの雰囲気が欲しかったですね。

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員H 12 12 13 15 14 66 簡潔でありながら怪談として成⽴している、なかなかこう上⼿くまとめられ無
いと思います。怖さ、そうですね...じんわり後から来る怖さ、という印象で
す。ただ、話しの流れに緩急が無い分、怖さは薄いですね。鋭さ、友⼈とのフ
ランクな飲みの席での会話劇の為、特には感じられませんでした。新しさ、怪
談話の内容がどんなものだったかには触れず、あくまで「⾝に覚えの無い⼼霊
スポットの話」を「話した覚えの無いAがお前から聞いた」と⾔う、最後に主
⼈公がゾッとさせられた所です。ユーモアさ、楽しい飲みの席。好きな怪談話
で盛り上がっていたはずが、、そしてAが話して聞かせた相⼿は誰だったのか？
勘違い？それとも....？な含みを持たせた終わり⽅です。意外さ、終始「怪異」
現象そのものは起きていない点、友⼈の⼀⾔のみで主⼈公⾃⾝は恐怖を味わう
事になってしまった所です。

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員I 13 12 10 11 12 58 Aは⼀体誰に聞いた話をしたのでしょう？それとも記憶から話したという事実
が抹消されてしまったのでしょうか？⼼霊スポットの話、作り話なのか事実な
のか。気になる

1417 酔イ醒シ ばさらん ⼀般審査員J 17 16 15 18 18 84 主⼈公になりすました誰かがA相⼿にした話なのかという怪談噺の内容という
よりもその事象に怖さを感じるところがとても良かった。

合計 136 132 132 151 140 691
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